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平成２７年度サイレージ品質向上プロジェクト結果報告（最終）
別海支所冬季スポーツ大会・ＪＡ道東あさひ吾久里塾第３期講座修了式
後期Ｂ日程体型調査・牛群審査
営農のページ（農業試験場）
営農のページ（普及センター）
別海高校より
新採用職員紹介
ＪＡバンクからのお知らせ
第28回ＪＡ北海道大会パネルディスカッション①
退職職員挨拶
第15回理事会報告・ホクレン市場カレンダー
２月生乳生産・乳代単価情報・運勢・編集局から

～今年こそ全道大会優勝へ～ ＪＡ道東あさひ野球部恒例の牧草ロール転がし：第10回 別海町ウエスタンカーニバル
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道東あさひ吾久里塾第3期生開講式
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TPPから日本の食と暮らし・いのちを守ろうTPPから日本の食と暮らし・いのちを守ろうTPPから日本の食と暮らし・いのちを守ろう
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道東あさひ吾久里塾第３期講座修了式



2

【分析結果】

○pH　　推奨値：４.２以下

○TDN　推奨値：５９％以上

○NDF 　推奨値：６５％以下

○乳酸　推奨値：１％以上

○酪酸　推奨値：未検出

○アンモニア態窒素　推奨値：８％以下

　今年度は、昨年度と同様に牧草の生育が早く、収穫を

早めた方が多く見受けられました。適期に刈ることでＴ

ＤＮなどの栄養成分は昨年度より上がりましたが、早く

刈ることで栄養成分は同じでも水分は高くなってしまっ

たと思料されます。

【添加剤別結果】

　推奨しております状況の通り、水分が多く、早い時期に収穫される方にギ酸を使用される方が多く見

受けられました。ｐＨも推奨値以下に下がり、Ｖスコアも良好です。乳酸菌添加では、乳酸は推奨値の

通り良好な数値となりましたが、アンモニア態窒

素では無添加のものより高くなっています。異物

混入防止の徹底などに留意が必要です。

【踏圧結果】

推奨値：バンカーサイロ（トレンチ含む）…170㎏/㎥以上

　　　　スタックサイロ…150㎏/㎥以上

　バンカーサイロの推奨値は170㎏/㎥以上としておりますが、

推奨値内の方は全体の２割程度でした。また、スタックサイロ

では踏圧が弱くなりやすく、空気が入り二次発酵している方も

おられます。その他、乾きすぎで踏圧が弱い方も多く見受けら

れました。次年度以降の水分調整などに留意が必要です。

【サイレージプロジェクト主な取組み内容（Ｈ21～）】

切断長・切断面
　切断長が長すぎたり、切断面
がボソボソだと踏圧がかかりづ
らく、発酵品質の低下につなが
る。

刈取高
　刈取高さを地際から離すこと
で、スラリーや堆肥の混入防止、
予乾効果が得られる。
推奨：10㎝以上

土壌表面のふん尿付着状況
　原料草に付着したふん尿や土
砂はサイレージ不良発酵の原因
となる。

平成２７年度は、平成２６
年度プロジェクトでアンモ
ニア態窒素が１５％以上の
農家などを対象としました

サンプル数 水分 ｐH TDN NDF 酪酸 アンモニア
態窒素

巡回回農家
(重複者有)) 8 8検体 77 .6 4 4 .2 5 5 8 .0 8 6 9 .4 8 0 .0 8 1 3 .1 8

ALF除く 61検体 77.37 4.27 57.86 69.56 0.09 14.48

ALF混播 ２７検体 78.27 4.19 58.57 69.28 0.05 10.25

巡回農家 94検体 75.12 4.18 57.75 69.46 0.10 11.91

ALF除く 79検体 74.90 4.17 57.94 69.37 0.11 11.48

ALF混播 15検体 76.31 4.22 56.78 69.93 0.07 14.14

巡回農家 78検体 77.64 4.31 57.91 67.27 0.06 12.37

ALF除く 58検体 78.19 4.32 57.75 67.64 0.07 13.17

ALF混播 20検体 76.02 4.30 58.37 66.21 0.05 10.06

66戸 75.17 4.20 58.2 67.98 0.11 9.23

101戸 75.9 4.39 56.7 69.41 0.13 11.03

98戸 75.94 4.35 55.5 71.12 0.17 12.02

70戸 74.5 4.20 59.5 68.36 0.04 7.26

H22巡回農家

H21巡回農家

H25

H26

プロジェクト年度

H24巡回農家

H23巡回農家

H27

添加剤 水分 ｐH TDN NDF NFC 乳酸 酪酸 アンモニア
態窒素 Vスコア

ギ酸　(n＝36) 78.05 4.12 58.87 69.49 12.35 1.02 0.07 12.13 78

乳酸菌(n＝38) 77.51 4.27 57.1 70.14 11.46 1.18 0.1 14.48 75

無添加(n＝11) 77.55 4.5 58.67 67.97 12.96 0.73 0.01 12.46 74

←バンカー

←スタック

バンカー
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ギ酸添加時のpH
　高水分の場合、ギ酸の添加が
有効だが、量が少ないと効果が
半減してしまう。
基準：pH4.2以下

　平成２８年度についても、良質サイレージづくりに向け、各種情報の提供や現地巡回等を行って参り
ますので、組合員及びコントラクターの皆様にはご協力お願い申し上げます。

（１）キレイな原料草を確保する！

　圃場の異物［堆肥・土砂・枯草等］は不良発酵の原因となる

　①パスチャーで堆肥のかたまりを砕く

　②高刈りで異物混入を防止する（推奨値は10㎝）

　③クリーンゾーンを設置する（サイロ周辺の環境整備）

（２）発酵品質を高める！

　①異物混入防止

　②高水分への対応（添加剤を正しく使う）

　　○添加剤の特徴を把握

　　○基準の添加量を守る

　　・ギ酸も乳酸菌も、添加量が少なければ効果は低下してしまう…

　　・ギ酸は、原料草の水分・マメ科率で添加量を変える（添加時はｐＨ試験紙でチェック）

（３）踏圧密度を確保する！

　踏圧をしっかりすることにより、高水分であっても発酵品質をある程度安定させることができる

《バンカーの場合》

　①トラックをサイロの奥まで入れずに荷降ろしする

　②２分以内に薄くならし広げる

　③広げた後は４分以上踏圧し、全体に踏み跡を残す

※スタックの場合も２分以内に広げ終え、踏圧時間を確保する

（高く盛り上げると肩の部分を踏圧できないため、２ｍ以上にはしない）

踏圧密度
　１番草サイレージ開封後に踏
圧密度を測定。
推奨：バンカー170㎏/㎥以上
（スタック150㎏/㎥以上）

収穫適期情報の発信
　近年、春先（５～６月頃）の
気温上昇により生育ステージが
早期化傾向
⇒適期収穫に向け、早めの準備
等を呼び掛け
※収穫時期が早まると同じ生育
でも水分が高くなることがあり、
予乾や添加剤の利用が必要な場
合がある。
気象・気候に合わせた柔軟な作
業スケジュールを立てる！

【バンカーサイロ】

【スタックサイロ】

２　

ｍ

トラックが来る
間隔：６～10分

エプロン前にシートを敷き、タイヤに
付いた土砂の混入を防ぐ！（シートが
ない場合は圃場外周の草でもＯＫ）

まもなく圃場作業が始まります。農作業事故には十分ご注意ください。
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　ＪＡ道東あさひ本所事務所横の旧営農センターでは、乳
製品の加工技術の習得・向上を目的に調理実習室、研修室
を開放します。ぜひお気軽にご利用ください。
◎調理実習室利用料金
　組合員・家族：１グループあたり 1,000円
　一　般　　　：１ 名あたり 500円　※研修室は無料
◎使用期間　　平成２８年４月２５日㈪から　
◎使用時間　　午前９時から午後５時まで（平日）
　　　　　　　午前９時から正午まで（第１・第３土曜日）
◎ご利用に関するお問い合わせ・申し込みは、ＪＡ道東あさひ営農部営農振興課（℡:０１５３-７５-２２０２）まで

調理実習室・研修室は
誰でも利用できます！

第７回別海支所冬季スポーツ大会
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独
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３
月
５
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７
回
別
海
支
所
冬
季
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
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Ａ
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。
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ソ

フ
ト
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ボ
ー
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２
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ム
が
準
優
勝
と
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独
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し
、
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５
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道東あさひ吾久里塾第３期講座修了式

２
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た

　

３
月
24
日
、
Ｊ
Ａ
本
所

会
議
室
で
道
東
あ
さ
ひ
吾

久
里
塾
第
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期
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座
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了
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が
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わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
開
講

し
た
講
座
で
は
、
酪
農
の
基
礎
的
な
内
容

を
中
心
に
全
20
回
の
講
座
と
２
回
の
管
外

視
察
研
修
を
通
し
て
後
継
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等
の
13
名
が
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識
と
技
術
を
身
に
付
け
交
流
を
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め
ま

し
た
。

　

修
了
式
で
原
井
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合
長
は
、「
今
後
は
海

外
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農
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状
も
知
っ
た
う
え
で
酪
農
経
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に
邁
進
し
て
ほ
し
い
」
と
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ル
を
送

り
ま
し
た
。
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た
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農
業
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タ
ー
の
佐
藤
公
之
所
長
は
「
失
敗
を

恐
れ
ず
に
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ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。
普

及
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ン
タ
ー
と
し
て
も
、
皆
さ
ん
を
ず
っ

と
支
援
す

る
」
と
挨

拶
を
頂
き

ま
し
た
。

修了生を激励する普及センター佐藤所長

↑玉入れの部優勝の中西別
　第５スタンチョンズ

ソフトバレーの部Ａグループ
優勝の上風連第２　　　　→
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　2月18日から3月2日の日程で、審査員に北海道ホルスタイン農業協同組合の田村知正審査員、稲山智
明審査員を迎え、平成27年度後期（B日程）体型調査及び牛群審査が行われました。
　牛群審査については、根室支所・中川佳代氏所有センターランド　T　セルシーボス　アトラス号が
EX90点を獲得しました。
　初産において、根室支所・中川佳代氏所有センターランド　ルドルフ フイーバー　ラバンガード号、
センターランド　T　ロイ　レーサー　デンプシー号、別海支所・酒井保幸氏所有グローリーランド　
カードア　ロイレーン　キヤンベル号、西春別支所・渡部義市氏所有グレイスフル　MDF　アツトウツ
ド　バーバラ　ET号が決定得点84点を獲得しました。おめでとうございます。
　尚、後代検定体型調査については、調査結果はこれからの後継牛の選抜・淘汰に欠くことのできない
種雄牛評価値の貴重なデータとして活用される事となりますので、今後とも乳検への加入、後代検定精
液の利用ならびに、体型調査へのご協力をお願いいたします。 
　今回、調査協力をいただきました生産者の皆様に感謝申し上げ報告といたします。

後期B日程体型調査・牛群審査終わる！！後期B日程体型調査・牛群審査終わる！！

決定得点87点以上牛一覧

センターランド　T　セルシーボス　アトラス
ウイラーズ　ダイアモンド　オーク
グレイスフル ゴールドウイン ビスタ　ET
グローリーランド　ルイーズ　キヨラ
エクセルランド　ウオーカー　ジエイズ
ローテツト　ドミトリー　ルビー
センターランド　テラソン　ザ　チヤンプ　シド
ローズ　コムスター　アイオーン
テキサス　ブライリー　ジエスロ
ビツグゲート　マグネテイズム　ビーチ
アローメープル　ミツクス　アドミラル　テイフアニー
スピリツト　ヒンぺル　サンチエス　ジヤーハム
マラソン　ダスター　オフ
カサハランド　チーフ　モーテイー　スパート
アローメープル　アドミラル　タイタニツク　ラプトー
オーム　モデスト　ダーハム
センターランド　マツトロイ　ダンデイ
グローリーランド　リユゴールド　エリシア　ET
イーストスター　ザジエマ　ゴールド　バクスター
スターフイールド　ヒンペル　アリソン　ジヨデイ
アローメープル　カーネル　エリー　フイーバー
アケボノ　ボストン　アイオーン　フタゴ
カサハランド　マローヤ　マーテイー　フイーバー
カサハランド　ラステイ　ボルトン　ストーリー
ビツグゲート　メイアー ドリーム　ET
エクセルランド　レクサス　ミスター　バーンズ
カサハランド　トラデシヨン　モンブラン
インカ　マセラテイ　マーシヤル
チーフ　マーク　インスタ　ハリー
ビツグゲート　アレキサンダー　ロータス
ビツグゲート　エアロ　サンチエス　アネツト
ホープ　トリビユート　ローン　ボーイ　RED

94H11486
11H7965
200H3205
94H10276
11H8421
29H13387
200H2137
JP3H53584
200H3218
29H13325
200H393
7H8190
200H393
200H113
200H5250
7H7463
94H10276
200H3205
11H8195
200H5575
200H5592
JP3H53584
200H5592
29H11111
JP3H52078
200H5024
JP4H53351
JP5H53241
11H8588
7H8221
7H8190
7H8223

07－05
05－01
05－08
06－01
06－03
04－04
04－05
04－06
04－06
04－09
04－10
04－11
05－05
05－06
05－08
06－08
03－06
04－02
04－02
04－06
04－06
04－06
04－06
04－06
04－08
05－06
05－06
05－07
05－08
05－08
05－10
06－04

中川　佳代氏
石橋　潤一氏
渡部　義市氏
酒井　保幸氏
㈲武隈牧場
石橋　潤一氏
中川　佳代氏
石橋　潤一氏
㈲オードリーファーム
大門　貴幸氏
矢部　譲治氏
佐々木　信氏
佐藤　正一氏
笠原　　元氏
矢部　譲治氏
石橋　潤一氏
中川　佳代氏
酒井　保幸氏
齊藤　哲夫氏
矢部　譲治氏
矢部　譲治氏
石橋　潤一氏
笠原　　元氏
笠原　　元氏
大門　貴幸氏
㈲武隈牧場
笠原　　元氏
㈲オードリーファーム
安部　政博氏
大門　貴幸氏
大門　貴幸氏
安部　政博氏

根　室
根　室
西春別
別　海
根　室
根　室
根　室
根　室
別　海
西春別
根　室
上春別
上春別
別　海
根　室
根　室
根　室
別　海
別　海
根　室
根　室
根　室
別　海
別　海
西春別
根　室
別　海
別　海
別　海
西春別
西春別
別　海

90
89
89
89
89
88
88
88
88
88
88
88
88
88
88
88
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87

得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所 有 者 支 所

初産決定得点84点以上牛一覧

センターランド　ルドルフ　フイーバー　ラバンガード
センターランド　T　ロイ　レーサー　デンプシー
グレイスフル　MDF　アツトウツド　バーバラ　ET
グローリーランド　カードア　ロイレーン　キヤンベル

200H5630
7H9264
7H10156
JP3H3479

02－06
02－07
02－08
02－09

中川　佳代氏
中川　佳代氏
渡部　義市氏
酒井　保幸氏

根　室
根　室
西春別
別　海

84
84
84
84

得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所 有 者 支 所
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草地の施肥管理
１
．
実
態
調
査
結
果
か
ら
導

　
　

か
れ
た
注
意
点

　

根
釧
地
方
の
生
産
者
に
協
力

い
た
だ
い
て
実
施
し
た
実
態
調

査
（
調
査
し
た
採
草
地
67
筆
、

更
新
後
の
経
過
年
数
は
１
〜
９

年
）
の
結
果
と
根
釧
農
試
場
内

の
草
地
を
使
っ
た
モ
デ
ル
的
な

試
験
の
結
果
か
ら
、
草
地
更
新

時
に
播
種
し
た
牧
草
を
長
期
間

維
持
す
る
た
め
に
注
意
す
べ
き

幾
つ
か
の
項
目
を
抽
出
し
ま
し

た
。

１
）
土
壌
診
断
の
活
用

　

更
新
後
の
経
過
年
数
が
同
じ

条
件
で
比
較
す
る
と
、
pH
が
高

い
草
地
ほ
ど
牧
草
率
が
高
く
維

持
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
窺
わ
れ

ま
し
た
（
図
１
）。

　

ま
た
、
土
壌
分
析
結
果
を
施

肥
管
理
に
利
用
し
て
い
る
と
回

答
さ
れ
た
草
地
の
牧
草
率
（
中

央
値
66
・
４
％
）
は
、
利
用
し

て
い
な
い
草
地
（
同
48
・
８

％
）
よ
り
も
高
い
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
（
図
２
）。

２
）
ス
ラ
リ
ー
散
布
の
影
響

　

草
地
に
散
布
し
て
い
る
ふ
ん

尿
処
理
物
の
種
類
別
に
比
較
す

る
と
、
牧
草
率
は
、
ふ
ん
尿
散

布
な
し＞

尿＞

堆
肥＞

ス
ラ
リ

ー
の
順
に
高
い
傾
向
が
窺
わ
れ

ま
し
た
。
ス
ラ
リ
ー
を
散
布
し

て
い
る
草
地
の
す
べ
て
で
牧
草

率
が
低
い
わ
け
で
は
無
く
、
土

壌
の
交
換
性
カ
リ
ウ
ム
含
量
が

高
い
ほ
ど
、
牧
草
率
が
低
い
傾

向
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
牧
草

生
産
に
必
要
な
量
を
上
回
る
過

剰
な
ス
ラ
リ
ー
施
用
は
、
播
種

し
た
牧
草
の
維
持
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

２
．
良
好
な
牧
草
を
た
く
さ
ん

　
　

収
穫
す
る
た
め
の
施
肥
と
は
？

１
）
牧
草
生
産
に
必
要
な
肥
料

　
　

成
分
量
を
把
握
す
る

　

北
海
道
施
肥
ガ
イ
ド
に
は
、

牧
草
生
産
に
必
要
な
肥
料
成
分

量
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
新

し
た
草
地
の
草
種
構
成
を
良
好

に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
各
々

の
草
地
に
あ
っ
た
成
分
バ
ラ
ン

ス
の
肥
料
を
必
要
量
施
用
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

当
地
域
の
多
く
が
該
当
す
る

道
東
地
域
の
火
山
性
土
に
お
け

る
施
肥
標
準
量
（
表
１
）
を
み

る
と
、
年
間
4.5
〜
5.0
ｔ
／
10
ａ

の
生
草
収
量
を
得
る
た
め
に
は
、

窒
素
は
４
〜
16 

kg
／
10
ａ
必
要

で
、
マ
メ
科
率
が
高
い
草
地
で

は
少
な
く
、
低
い
草
地
で
は
多

く
設
定
し
て
い
ま
す
。
リ
ン
酸

お
よ
び
カ
リ
ウ
ム
は
10
ａ
あ
た

り
各
々
８
〜
10 

kg
、
18 

kg
を
必

図1 更新後経過年数と牧草率の関係に及ぼすpHの影響

0

20

40

60

80

100

0 2 4 6 8 10

牧
草
率
（
）

更新後経過年数（年）

pH6.0 未満
pH6.0 以上

牧
草
率
(%
)

†

図 土壌分析結果の施肥設計への利用の有無と

牧草率との関係（†：＜ ）

※箱ひげ図：箱の上端-下端は 25 -75 パーセンタイル値、 

上下に伸びた棒の上端下端は最大値－ 

最小値、箱の中の水平線は中央値、（ ）内は平均値を示す。 

利用していない

（n=45）

利用している

（n=22）

土壌分析結果の施肥設計への利用

表 チモシー採草地における施肥標準量（道東地帯の火山性土）

1）チモシー率：区分1～3は50%以上、区分4は70%以上。
2）マメ科率は、1番草の生草重量割合を想定した値（アカクローバ、シロクローバの合計）。
3）年2回の刈取を前提とし、その時の施肥配分は、早春：1番草刈取後＝2：1とする。  

 

基準収量 施肥量（kg/10a,年間）3) 

（kg/10a）窒素（N） リン酸（P2O5）カリ（K2O）

1 30%以上 4 10 18
2 15～30% 6 10 18
3 5～15% 10 8 18
4 5%未満 16 8 18

区分1) マメ科率 2)

4,500
～

5,000

80

60

40

20

0
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要
と
し
ま
す
が
、
土
壌
診
断
に
よ
っ

て
調
節
で
き
、
こ
れ
ら
成
分
が
土
壌

に
多
く
含
ま
れ
る
場
合
は
減
ら
し
、

足
り
な
け
れ
ば
増
や
し
ま
す
。
近
年

の
傾
向
と
し
て
は
、
リ
ン
酸
は
土
壌

中
に
蓄
積
し
て
い
る
量
が
多
い
た
め
、

半
分
程
度
に
減
ら
せ
る
草
地
が
多
く
、

カ
リ
ウ
ム
は
次
に
説
明
す
る
ふ
ん
尿

処
理
物
に
多
く
含
ま
れ
る
た
め
、
こ

れ
に
よ
っ
て
ど
の
く
ら
い
の
成
分
量

が
施
用
さ
れ
た
か
を
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

２
）
ふ
ん
尿
処
理
物
の
施
用
に
よ
る

　
　

肥
料
成
分
量
を
把
握
す
る

　

酪
農
経
営
で
は
、
乳
牛
が
排
泄
す

る
ふ
ん
尿
が
毎
日
発
生
す
る
た
め
、

そ
の
処
理
物
で
あ
る
堆
肥
や
ス
ラ
リ

ー
の
利
用
は
避
け
ら
れ
ず
、
と
も
す

れ
ば
や
っ
か
い
な
存
在
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ふ
ん
尿

処
理
物
に
は
、
窒
素
、
リ
ン
酸
、
カ

リ
と
い
っ
た
肥
料
成
分
が
含
ま
れ
て

お
り
、
通
常
の
化
学
肥
料
に
は
含
ま

れ
な
い
微
量
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る

の
で
、
せ
っ
か
く
で
あ
れ
ば
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

　

ふ
ん
尿
処
理
物
の
性
状
や
肥
料
成

分
含
有
率
は
各
経
営
に
よ
っ
て
異
な

る
た
め
、
こ
れ
を
把
握
す
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
ス
ラ
リ
ー

や
尿
は
変
動

幅
が
大
き
い

の
で
、
分
析

値
が
あ
る
と

安
心
で
す
。

　

道
内
で
収

集
し
た
ふ
ん

尿
処
理
物
の

肥
料
成
分
含

有
率
と
、
こ

れ
を
化
学
肥

料
に
換
算
し

た
値
を
表
２

に
示
し
ま
す
。

ス
ラ
リ
ー
の

例
で
み
る
と
、

現
物
１
ｔ
の

施
用
に
つ
き
、

化
学
肥
料
換

算
で
窒
素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
を
各
々

1.2
、
0.6
、
3.0
㎏
見
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

３
）
不
足
す
る
成
分
を
化
学
肥
料
で

　
　

補
填
す
る

　

次
に
、
表
１
に
示
し
た
施
肥
標
準

量
の
範
囲
内
で
ふ
ん
尿
処
理
物
を
施

用
す
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。
区
分
３

の
草
地
（
必
要
施
肥
量
は
、
窒
素―

リ
ン
酸―

カ
リ
＝
10―

８―

18 

kg
／

10
ａ
）
に
前
述
し
た
ス
ラ
リ
ー
を
施

用
す
る
場
合
、
年
間
６
ｔ
／
10
ａ
の

施
用
に
よ
っ
て
カ
リ
施
肥
量
が
18 

kg

／
10
ａ
と
な
る
の
で
、
こ
れ
を
施
用

上
限
量
と
考
え
ま
す
。
ス
ラ
リ
ー
の

施
用
に
伴
っ
て
化
学
肥
料
換
算
の
窒

素
は
7.2
、
リ
ン
酸
は
3.6 

kg
が
見
込
ま

れ
る
の
で
、
不
足
す
る
成
分
（
窒

素
：
2.8
、
リ
ン
酸
4.4 

kg
）
を
化
学
肥

料
で
補
填
す
れ
ば
、
必
要
な
施
肥
量

が
満
た
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
算
は
、
現
在
、
中
山

間
事
業
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

圃
場
管
理
シ
ス
テ
ム
に
も
組
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

４
）
化
学
肥
料
や
ふ
ん
尿
処
理
物
の

　
　

適
正
な
施
用
時
期
は
？

　

チ
モ
シ
ー
草
地
で
高
い
収
量
を
得

る
た
め
の
施
肥
時
期
は
、
早
春
で
は

チ
モ
シ
ー
の
萌
芽
期
頃
、
１
番
草
刈

取
後
で
は
独
立
再
生
長
始
期
（
刈
取

後
５
〜
10
日
後
）
頃
が
適
当
で
す
。

ふ
ん
尿
処
理
物
で
は
、
施
用
す
る
も

の
の
性
状
に
も
よ
り
ま
す
が
、
牧
草

が
伸
び
た
状
態
で
ス
ラ
リ
ー
等
を
施

用
し
た
場
合
、
収
穫
草
に
付
着
し
た

ふ
ん
尿
残
渣
等
が
サ
イ
レ
ー
ジ
発
酵

を
妨
げ
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
秋

施
用
を
除
き
、
牧
草
が
伸
び
る
前
に

速
や
か
に
施
用
す
る
こ
と
が
勧
め
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
積
雪
・
土
壌
凍
結

期
間
中
は
、
肥
料
効
果
と
環
境
保
全

の
両
面
か
ら
施
用
し
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

３
．
牧
草
は
品
種
改
良
さ
れ
た

　
　
　
　
　

「
作
物
」
で
す
！

　

今
更
の
話
で
す
が
、
皆
さ
ん
が
草

地
更
新
時
に
播
種
し
て
い
る
牧
草
は
、

水
稲
や
小
麦
と
同
様
に
、
品
種
改
良

を
重
ね
て
育
成
さ
れ
た
「
作
物
」
で

す
。
作
物
を
上
手
に
栽
培
す
る
た
め

に
は
防
除
（
草
地
で
は
、
更
新
時
の

除
草
剤
利
用
）、
圃
場
に
合
っ
た
施

肥
や
適
期
収
穫
と
い
っ
た
肥
培
管
理

作
業
を
適
切
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
近
年
、
そ
の
食
味
が
高
い
評
価

を
得
て
い
る
北
海
道
米
（「
ゆ
め
ぴ

り
か
」
や
「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
な

ど
）
も
、
肥
培
管
理
を
疎
か
に
す
れ

ば
、
良
食
味
米
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
草
地
植
生
改
善

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
更
に
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
す
る
た
め
に
も
、
牧
草
が
「
作

物
」
で
あ
る
こ

と
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
意
識
し
、

植
生
改
善
の
活

動
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

表 乳牛ふん尿処理物中の肥料成分含有率 と肥料換算値

1）試料数は堆肥128点、スラリー183点、尿液肥129点（松本ら2002）。
2）秋施用を想定した値（翌年の施肥量から減肥）。堆肥では2年目に見込まれる残効をカッコ内に示した。  

 

ふん尿 水分 肥料成分含有率（現物中, %）

処理物 （%） N P2O5 K2O
堆肥 73 0.57 0.39 0.51 1.1 (0.6) 0.8 (0.4) 3.6 (0.5)
スラリー 92 0.36 0.16 0.38 1.2 0.6 3.0
尿液肥 98 0.37 0.03 0.62 2.4 0.0 5.0

N P2O5 K2O

肥料換算値（kg/現物1t）2)
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草地の確認と施肥の注意点
１
．
草
地
の
状
況
を
確
認
し

　
　

ま
し
ょ
う

【
凍
害
の
有
無
】

　

今
冬
は
根
雪
が
遅
く
、
ま
た
、

少
雪
に
よ
り
土
壌
凍
結
が
、
平

年
よ
り
深
く
入
っ
て
い
る
地
域

が
あ
り
ま
す
（
表
１
）。

　

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
頃

に
な
る
と
牧
草
が
芽
吹
き
（
萌

芽
）、
草
地
が
緑
色
に
な
り
始
め

ま
す
の
で
、
凍
害
に
よ
る
冬
枯

れ
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

手
で
引
っ
ぱ
る
と
す
っ
ぽ
り
根

か
ら
抜
け
て
し
ま
う
牧
草
は
、

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
特
に
、

マ
メ
科
牧
草
や
前
年
に
更
新
し

た
新
播
草
地
、
オ
ー
チ
ャ
ー
ド

グ
ラ
ス
、
ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ
イ
グ

ラ
ス
（
近
年
、
放
牧
地
で
利
用

が
増
加
）
等
は
凍
害
に
弱
い
た

め
、
よ
く
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

　

冬
枯
れ
の
状
況
を
確
認
し
、

粗
飼
料
確
保
量
の
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
場
合
は
、
追
播
も
含
め

た
更
新
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

２
．
施
肥
は
適
期
に
行
い
ま

　
　

し
ょ
う

【
施
肥
時
期
】

　

牧
草
の
収
量
は
、
施
肥
時
期

の
影
響
を
受
け
ま
す
。「
萌
芽
」

が
始
ま
り
、
こ
れ
か
ら
生
長
し

始
め
る
時
期
に
養
分
が
無
い
と

茎
数
が
増
え
ず
、
収
量
が
低
下

し
ま
す
（
図
１
）。

　

土
壌
凍
結
が
抜
け
、
草
地
に

機
械
が
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
速
や
か
に
施
肥
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

３
．
ス
ラ
リ
ー
散
布
に
よ
る

　
　

サ
イ
レ
ー
ジ
へ
の
影
響

ス
ラ
リ
ー
散
布
の
場
合
、
量
・

時
期
・
粘
度
（
濃
度
）
の
条
件

に
よ
っ
て
、
ス
ラ
リ
ー
が
牧
草

に
付
着
し
サ
イ
レ
ー
ジ
へ
混
入

し
や
す
く
な
る
た
め
、
注
意
が

必
要
で
す
。

【
量
・
時
期
】

　

ス
ラ
リ
ー
の
散
布
量
が
多
く
、

さ
ら
に
散
布
時
期
が
遅
く
な
る

ほ
ど
、
サ
イ
レ
ー
ジ
へ
の
混
入

量
が
増
え
、
サ
イ
レ
ー
ジ
品
質

を
低
下
さ
せ
ま
す
（
図
２
）。

　

ス
ラ
リ
ー
の
散
布
は
、
サ
イ

レ
ー
ジ
を
収
穫
す
る
50
日
以
上

前
（
遅
く
て
も
５
月
中
旬
）
ま

で
に
行
う
べ
き
で
す
（
時
期
が

遅
く
な
る
と
伸
長
し
た
牧
草
自

体
へ
の
付
着
も
多
く
な
り
ま
す
）。

ま
た
、
牧
草
中
の
硝
酸
態
窒
素

濃
度
は
、
過
剰
な
量
の
施
用
、

散
布
か
ら
収
穫
ま
で
の
期
間
が

短
い
と
高
ま
り
ま
す
。

　

散
布
機
械
等
の
準
備
を
計
画

的
に
立
て
て
、
速
や
か
に
散
布

出
来
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
粘
度
（
濃
度
）】

　

ス
ラ
リ
ー
の
粘
度
は
、
処
理

方
法
（
固
液
分
離
、
ば
っ
気
、

加
水
、
バ
イ
オ
ガ
ス
等
）
に
よ

っ
て
様
々
で
す
。「
ど
ろ
っ
と
」

し
た
も
の
は
、
牧
草
に
付
着
し

や
す
く
サ
イ
レ
ー
ジ
品
質
の
低

下
原
因
と
な
り
ま
す
（
図
３
）。

　

ば
っ
気
や
加
水
に
よ
っ
て
粘

度
を
下
げ
て
散
布
す
る
と
、
牧

草
へ
の
付
着
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
可
能
な
範
囲

で
取
り
組
む
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
（
詳
し
く
は
Ｈ
22
年
発
行

　

営
農
改
善
資
料
「
サ
イ
レ
ー

ジ
の
達
人
」
を
参
照
）。

　

ま
た
、
た
い
肥
散
布
の
場
合

も
散
布
遅
れ
に
留
意
し
、
塊
が

目
立
っ
て
い
た
ら
パ
ス
チ
ャ
ー

ハ
ロ
ー
等
を
か
け
て
砕
い
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

表１ 土壌凍結深と積雪深（2/15時点）

図１ 早春の施肥時期が１番草収量、有穂
　　 茎数に及ぼす影響（根釧農試1986）

図２ スラリー散布方法（量・時期）の違いに
　　 よるサイレージ原料草の洗浄液の比較
　　（H22「サイレージの達人」より）

図３ スラリーの性状とサイレージ品質の関係
（H22「サイレージの達人」より）

※普及センターのホームページより引用



9

【酪農経営科】農業クラブＯＢ会入会式
　２月２６日（金）、卒業式
に先立ち、農業クラブＯＢ
会入会式が本校体育館で行
われ、今年度の卒業生１２
名が新たにＯＢ会に加わり
ました。入会式では、小椋
事務局長より「OB会入会
に対するお祝いと別海高校酪農経営科に対する応援団
として少しでも協力してください。」と激励の言葉を
いただきました。新入会員を代表して内田佑机君が
「これまで農業クラブ行事で支えてもらい感謝してい
ます。これからは卒業する酪農経営科の行事に少しで
も力になれるよう頑張ります。」と決意を表明しまし
た。暴風雪の影響で実施が不安視された卒業式も３月
１日に無事挙行されました。全日制課程７期生も無事
に社会に巣立って行きました。在学生共々、今後も地
域のみなさまのご指導をよろしくお願いしたいと思い
ます。

【酪農経営科】花苗生産たけなわ！
　毎年ご好評いただいてお
ります温室での花苗生産が
今年も最盛期を迎えようと
しております。昨年の１２
月よりは種をはじめ、現在
はポリポットへの移植作業
がたけなわとなっておりま
す。これらは町内会や各団体の花壇に飾られると共に
各家庭用にも販売します。今年は５月１４日(土)に本
校温室にて即売会を開催する予定です。是非ご利用く
ださいますようお願い申し上げます。

【経営面接指導】
　２月２３日（火）２年目学
生の経営面接指導が実施さ
れました。自家の１年間の
酪農経営（組合員勘定取引
や資産台帳の変化・追加な
ど）を経営管理ソフトを用
いて月毎に入力し、年度末
に決算を行い、損益計算書、期末貸借対照表と乳検デ
ータを元に、総合的な分析を行い、資料を作成し、面
接に臨みました。根釧農業試験場技術普及室、農業改
良普及センターや学生の所属農協より講師をお招きし、
助言・アドバイスを頂きました。今後の経営の参考と
なる有意義な面接指導となりました。

【修了証書授与式挙行】
　３月１日（火）に本校にお
いて第４３回修了証書授与
式が挙行されました。各地
区から日々登校してきた修
了生６名が、在校生・教職
員・来賓の皆様に見送られ
２年間の課程を修了しまし
た。別海町豊原の修了生代表青野大地さんは「これか
らも働きながら学ぶことで、酪農を今まで以上に理解
し、さらに前に進んでいきたいです。」と堂々と答辞
を述べました。
　　　　　
【基礎研究発表会実施】
　３月１５日（火）に基礎研
究活動発表会が実施されま
した。７名の１年目学生が
１年間の自家経営について
乳量乳質、繁殖成績、土壌
分析の結果などをまとめ発
表しました。学生代表の林
さんは、「他の学生と比較できる良い発表会だった。
私自身もこれからの経営の改善に生かしたい」と感想
を述べていました。今後も継続して自家の課題解決学
習に取り組み、経営者・酪農従事者としてのスキルア
ップにつなげてくれればと思います。

【農業特別専攻科とは？】
　農業特別専攻科とは、自家で働きながら学校で農業
の理論を学ぶ課程です。このような課程は現在全国に
５校しかありません。本校では牧草の収穫時期には家
で実践を、春・秋・冬は学校に通学して理論を学びま
す。また、登校時間は10時45分から14時30分までと
なっていますので、毎日朝夕の仕事ができるようにカ
リキュラムが組まれています。酪農専門科目は土壌・
牧草・乳牛飼養・乳牛繁殖・経営等の授業を開講して
います。また、農業関係機関の専門家（獣医師・普及
指導員など）の講義もあり、地域で起こっている問題
や最新の農業情勢を学ぶことができます。２年目学生
には海外酪農研修（選択授業・ニュージーランド）が
あり、毎年数名の学生が出発しています。この研修で
は約２ヶ月間１人１農場で実習を行いますので、酪農
に対する幅広い見識を養い、人間性が高まる研修とな
っています。また、２年目の学生全員には修了研究活
動（必修・大学の卒業研究のようなもの）があり、自
家の詳細な経営概況やこれからの課題について理解を
深め、問題を解決する力を身に付けます。
　このように本校専攻科は地域に密着した教育と資格
取得を含めた幅広い教育を実践していますので、興味
のある方は是非ご来校ください。　　　　　　　　

OB会入会式の模様

鉢上げ作業の様子

経営面接指導の様子

基礎研究発表会

第43回修了証書授与式
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　平成２８年４月１日付で採用となりま
した職員を紹介します。
　どうぞよろしくお願い致します。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
別
海

本
所
金
融
共
済
部
共
済
課

に
配
属
と
な
り
ま
し
た
根

室
高
校
出
身
の
坂
本
茂
で

す
。

　

一
生
懸
命
に
仕
事
を
覚

え
て
皆
様
の
力
に
な
り
、

信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
努
力

し
ま
す
。
し
ば
ら
く
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思

い
ま
す
が
、
ご
指
導
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。　

別海本所

坂本　　茂

金融共済部　共済課

◎根室高等学校
◎野球・スケートボード

さか　もと しげ

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の

た
び
別
海
本
所
金
融
共
済

部
金
融
課
に
配
属
と
な
り

ま
し
た
齊
藤
賢
翔
と
申
し

ま
す
。

　

一
つ
一
つ
の
仕
事
に
全

力
で
取
り
組
み
、
組
合
員

の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
一

社
会
人
と
し
て
責
任
を
持

っ
て
仕
事
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
し
ば
ら

く
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様

ど
う
ぞ
ご
指
導
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　

別海本所

齊藤　賢翔

金融共済部 金融課貯金係

◎根室高等学校
◎競馬観戦

さい　とう けん　と

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の

た
び
、
別
海
本
所
管
理
部

管
理
電
算
課
に
配
属
と
な

り
ま
し
た
、
石
橋
昂
大
と

申
し
ま
す
。

　

社
会
人
と
し
て
の
責
任

を
持
ち
、
何
事
に
も
真
摯

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
一
日
で
も

早
く
仕
事
に
慣
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。　

　

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月

か
ら
別
海
本
所
で
お
世
話

に
な
り
ま
す
佐
藤
僚
介
と

申
し
ま
す
。
出
身
は
猿
払

村
で
す
。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど

で
、
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
仕
事

を
早
く
覚
え
ら
れ
る
よ
う

精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

別海本所

石橋　昂大

管理部　管理電算課

◎根室高等学校
◎ソフトテニス

いし　ばし こう　だい

別海本所

佐藤　僚介

営農部　生産向上対策課
企画相談係兼対策推進係

◎室蘭工業大学
◎サイクリング・ネットサーフィン

さ　とう りょう すけ
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は
じ
め
ま
し
て
、
４
月

か
ら
上
春
別
支
所
で
お
世

話
に
な
り
ま
す
、
尾
形
亮

と
申
し
ま
す
。
出
身
は
別

海
町
美
原
地
区
で
、
11
年

ぶ
り
に
別
海
町
へ
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ご
指
導

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

上春別支所

尾形　　亮

生産課 畜産販売係 兼
生産部 販売課
上春別畜産センター 準職員

◎前職：滝上町役場
◎ラグビー・映画鑑賞

お　がた りょう

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の

た
び
根
室
支
所
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
佐
々
木
郁
己

と
申
し
ま
す
。
出
身
は
根

室
市
で
す
。

　

地
元
に
し
っ
か
り
貢
献

出
来
る
よ
う
に
全
力
で
仕

事
に
取
り
組
み
、
組
合
員

の
皆
様
に
認
め
て
も
ら
え

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

小
中
高
と
部
活
で
学
ん
だ

経
験
を
活
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。
社
会
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
一
生
懸

命
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

根室支所

佐々木 郁己

生産課　乳牛改良係

◎札幌山の手高等学校
◎筋トレ・サッカー

さ　 さ 　き いく　み

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の

た
び
根
室
支
所
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
能
登
竜
也
と

申
し
ま
す
。
出
身
は
根
室

市
で
、
高
校
卒
業
後
は
短

大
、
牧
場
ス
タ
ッ
フ
、
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
、
地
域
に
貢
献
し
て

い
け
る
よ
う
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
。
人
工
授
精
師

と
し
て
業
務
に
あ
た
ら
せ

て
い
た
だ
く
上
で
、
覚
え

る
ま
で
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
ご
指
導
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

根室支所

能登　竜也

生産課　乳牛改良係

◎前職：士幌町酪農ヘルパー
◎ソフトテニス・釣り

の　　と たつ　や

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の

た
び
西
春
別
支
所
生
産
課

に
配
属
と
な
り
ま
し
た
本

間
小
百
合
と
申
し
ま
す
。

　

出
身
は
神
奈
川
県
で
す

が
、
幼
い
頃
か
ら
北
海
道

で
暮
ら
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
早
く
一
人
前

の
人
工
授
精
師
と
な
れ
る

よ
う
日
々
精
進
致
し
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
か
と
は
思
い

ま
す
が
、
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

西春別支所

本間 小百合

生産課　乳牛改良係

◎東京農業大学
◎手芸

ほん　ま さ　　ゆ　　り

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の

た
び
西
春
別
支
所
に
配
属

と
な
り
ま
し
た
柴
田
如
流

と
申
し
ま
す
。

　

組
合
員
の
方
々
と
の
交

流
を
大
切
に
し
、
そ
の
中

で
学
ん
だ
こ
と
を
仕
事
に

活
か
せ
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
一
日
で
も
早
く
信

頼
さ
れ
る
よ
う
に
、
失
敗

を
恐
れ
ず
に
頑
張
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
ご
指
導

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。　

西春別支所

柴田　如流

購買課　購買係

◎別海高等学校
◎音楽鑑賞

しば　 た しく　 る

　

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月

か
ら
人
工
授
精
師
と
し
て

上
春
別
支
所
で
お
世
話
に

な
り
ま
す
棚
橋
勇
太
と
申

し
ま
す
。
出
身
は
十
勝
の

音
更
町
で
す
。

　

訓
子
府
町
の
ホ
ク
レ
ン

畜
産
技
術
実
証
セ
ン
タ
ー

で
１
年
間
勉
強
し
て
き
ま

し
た
。
ま
だ
わ
か
ら
な
い

こ
と
だ
ら
け
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

上春別支所

棚橋　勇太

生産課　乳牛改良係

◎拓殖大学北海道短期大学
◎音楽鑑賞

たな　はし ゆう　た
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北
海
道
が
率
先
し
て
国
民
へ
の

　
　
　
　

農
業
価
値
理
解
活
動
を

　

農
業
価
値
と
は
農
業
の
存
在
価
値

的
な
意
味
合
い
と
理
解
し
て
頂
き
た

い
。

　

世
界
的
に
は
、『
国
土
を
確
保
し
て

守
る
こ
と
』、『
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保

す
る
こ
と
』、『
農
業
を
主
と
す
る
食

を
守
る
こ
と
』、こ
の
３
つ
が
国
と
し

て
最
低
限
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。

　

国
家
的
に
食
・
農
業
を
価
値
あ
る

重
要
な
こ
と
と
位
置
付
け
て
い
る
国

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
食
・
農
業
を
大

事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
わ
が
国
で
は
、
農
業
の

重
要
性
、
農
業
価
値
が
忘
れ
ら
れ
て

き
た
感
が
す
る
。

　

将
来
的
に
は
世
界
的
な
食
料
危
機

が
さ
さ
や
か
れ
始
め
て
お
り
、
今
こ

そ
農
業
の
重
要
性
の
国
民
的
な
理
解

が
必
要
。
政
治
や
、
幼
少
教
育
の
場

な
ど
を
通
じ
て
農
業
立
国
北
海
道
が

率
先
し
て
理
解
活
動
を
行
っ
て
い
く

べ
き
。
こ
の
理
解
こ
そ
が
正
し
い
農

業
の
普
及
に
つ
な
が
る
力
に
も
な
る
。

北
海
道
農
業
実
現
に
向
け

　
　
　
　
　

国
の
制
度
づ
く
り
を

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
政
策
に
お
い
て
、

国
民
に
必
要
な
基
礎
的
な
食
材
に
あ

た
る
重
要
品
目
に
つ
い
て
は
、
国
が

一
定
の
自
給
力
を
確
保
す
る
と
い
う

こ
と
を
前
提
と
し
て
、
確
た
る
生
産

目
標
と
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
政

策
・
制
度
を
定
め
る
。
そ
し
て
、
目

標
達
成
に
協
力
す
る
優
良
な
農
家
が

安
心
し
て
生
活
し
、
生
産
に
励
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
守
る
べ
く
と
こ

ろ
は
守
る
な
ど
し
て
、
生
産
環
境
を

整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
生
産
環
境
づ
く
り
の

政
策
提
言
や
生
産
活
動
の
推
進
す
な

わ
ち
農
業
価
値
向
上
の
け
ん
引
役
と

し
て
、
北
海
道
が
産
学
官
一
体
と
な

っ
て
国
を
動
か
し
て
実
現
を
目
指
す

べ
き
。

　

こ
れ
ら
が
実
現
し
て
こ
れ
ま
で
の

猫
の
目
の
よ
う
に
変
わ
る
対
策
型
の

政
策
で
は
な
く
不
動
の
政
策
と
な
れ

ば
、
国
民
と
り
わ
け
農
業
者
の
望
む

と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、「
若
者
が
欲
し
が

る
農
業
」
と
し
て
目
指
す
と
こ
ろ
が

明
確
に
な
る

の
で
、
将
来

に
希
望
が
持

て
る
北
海
道

農
業
が
実
現

し
て
い
く
の

で
は
な
い
か

と
信
じ
て
い

る
。　

　

行
き
つ
く
と
こ
ろ
、
日
本
の
農
業

は
、
北
海
道
的
な
農
業
に
変
わ
っ
て

い
く
べ
き
。
そ
れ
が
、
世
界
の
常
識

的
な
農
業
の
姿
。

　

積
極
的
に
中
央
に
出
て
い
き
、
国

の
制
度
作
り
に
参
加
す
る
。
北
海
道

農
業
に
近
い
制
度
を
つ
く
る
よ
う
に

持
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
は
農
業
者
だ

け
で
な
く
、
北
海
道
大
学
に
も
担
っ

て
も
ら
う
。
ま
た
、
例
え
ば
農
業
に

経
済
的
な
セ
ン
ス
を
入
れ
る
と
き
も
、

経
済
家
で
は
な
く
、
農
業
経
済
は
農

家
が
や
れ
る
よ
う
北
海
道
大
学
に
力

に
な
っ
て
も
ら
う
。
農
業
経
済
は
農

家
に
任
せ
て
お
け
と
い
う
く
ら
い
、

農
業
者
は
日
本
経
済
全
体
に
も
関
わ

っ
て
い
く
力
を
持
つ
べ
き
で
、
農
業

の
専
業
地
帯
で
あ
る
北
海
道
か
ら
発

信
す
る
の
が
産
学
連
携
の
形
で
あ
る
。

　

そ
ろ
そ
ろ
日
本
の
農
業
構
造
を
変

え
る
べ
き
時
に
来
て
い
る
。
や
は
り
、

北
海
道
か
ら
発
信
し
て
い
く
の
が
一

番
素
直
な
姿
で
あ
り
、
ス
タ
ー
ト
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
欲
し
い
。

最
後
に
一
言

　

力
強
い
農
業
が
今
回
の
大
会
の
基

本
目
標
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
生
産
、
加
工
、
流

通
、
販
売
、
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
れ
か
ら

の
農
業
に
は
特
に
科
学
的
に
、
そ
し

て
経
済
学
的
に
も
世
界
の
最
先
端
、

高
度
化
を
図
っ
て
日
本
の
農
業
を
リ

ー
ド
す
る
、
そ
ん
な
北
海
道
農
業
に

な
っ
て
頂
き
た
い
。

連
載   

第
28
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
①

農
業
価
値
の
向
上
を
け
ん
引
す
る
北
海
道
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
若
者
が
欲
し
が
る
我
が
国
農
業
」

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
開
催
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら

提
言
頂
き
ま
し
た
「
北
海
道
農

業
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
期
待
す

る
こ
と
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
ま
す
。
第
１
回
は
、
近
藤
龍

夫
氏
の
提
言
を
紹
介
し
ま
す
。

近
藤 

龍
夫 

氏

こ
ん
ど
う   

た
つ
お

北
海
道
経
済
連
合
会

名
誉
会
長

公
益
社
団
法
人
北
海
道

観
光
振
興
機
構　

会
長
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こ
の
度
、
３
月
末
日
を
も
ち
ま

し
て
、
無
事
定
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え

に
組
合
員
、
役
職
員
皆
様
方
の
ご

指
導
と
ご
温
情
の
賜
物
と
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
退
職
に
あ
た
り
、

こ
こ
数
日
は
こ
れ
ま
で
を
振
り
返

っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

地
元
農
業
の
役
に
立
ち
た
い
と

の
思
い
か
ら
旧
別
海
農
協
に
奉
職

し
、
Ｊ
Ａ
合
併
を
経
て
の
通
算
36

年
間
、
農
協
職
員
と
し
て
恙
な
く

定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

ど
れ
だ
け
組
合
員
の
役
に
立
て
た

の
か
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
精

一
杯
や
ら
せ
て
頂
き
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
長
い
歳
月
の
数
々

の
思
い
出
も
、
束
の
間
の
出
来
事

の
よ
う
に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
貴
重
な
経
験
を
今
後
の

人
生
に
生
か
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
し
ば
ら
く
第
二

の
人
生
へ
の
英
気
を
養
う
た
め
休

養
を
と
り
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た

幾
ら
か
で
も
社
会
に
奉
仕
で
き
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
厚
誼
を
賜

れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
、

役
職
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
第
二
次

地
域
農
業
振
興
計
画
が
達
成
さ
れ
、

Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
と
こ
の
地
域
が

益
々
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
退
職
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

永
い
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

陽
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
こ
の
度
、
３
月

31
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、
道
東

あ
さ
ひ
農
業
協
同
組
合
を
定
年
退

職
致
し
ま
し
た
。

　

昭
和
51
年
４
月
に
旧
別
海
農
業

協
同
組
合
に
奉
職
以
来
40
年
間
に

亘
り
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め

多
く
の
役
職
員
、
先
輩
諸
兄
、
同

僚
、
関
係
機
関
の
方
々
の
ご
指
導

と
ご
鞭
撻
ご
協
力
を
賜
り
、
大
過

な
く
退
職
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
奉
職
を
し
た
昭
和
50
年
代

は
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
新
酪

農
村
建
設
事
業
が
盛
ん
な
時
代
で

も
あ
り
、
地
域
も
活
気
に
満
ち
て

い
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
生
産
調
整
、
家
畜
排
泄
物

法
の
制
定
な
ど
、
農
業
環
境
も
変

化
し
な
が
ら
今
日
の
酪
農
環
境
と

な
っ
て
お
り
、
今
日
の
日
本
一
の

生
乳
生
産
環
境
を
築
い
た
組
合
員

の
皆
様
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
の
合
併
後
７
年
の
月

日
が
流
れ
ま
し
た
が
、
今
後
も
生

乳
生
産
量
日
本
一
の
農
協
と
し
て

発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

昨
今
の
酪
農
を
取
り
巻
く
情
勢

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
は
じ
め
混
迷

を
極
め
て
お
り
ま
す
が
、
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
な
ど
の
有
効
利
用

と
組
合
員
の
皆
様
の
努
力
に
よ
り
、

必
ず
切
り
抜
け
て
下
さ
る
も
の
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員

の
皆
様
並
び
に
役
職
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
道
東
あ
さ
ひ
農
業
協
同

組
合
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
申
し

上
げ
、
在
職
中
の
お
礼
と
退
職
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

永
い
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

陽
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
こ
の
度
、
３
月
31
日
付

け
を
も
ち
ま
し
て
道
東
あ
さ
ひ
農

業
協
同
組
合
を
定
年
退
職
致
し
ま

し
た
。

　

昭
和
49
年
４
月
に
旧
別
海
農
協

に
奉
職
し
て
以
来
42
年
間
、
組
合

員
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
役
職
員

の
方
々
に
は
公
私
に
亘
り
格
別
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
頂
き
、
今
日

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ

と
に
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

現
下
の
酪
農
を
巡
る
情
勢
は

様
々
な
問
題
も
抱
え
て
お
り
、
よ

り
一
層
の
難
題
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
組
合
員
各
位
と
役
職
員
一
丸
と

な
り
協
同
の
力
を
結
集
し
、
地
域

の
基
幹
産
業
で
も
あ
る
酪
農
の
生

産
基
盤
の
確
立
に
向
け
て
邁
進
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
皆
様
か
ら
賜
り
ま

し
た
ご
教
示
を
大
切
に
し
な
が
ら

今
日
ま
で
得
ら
れ
た
貴
重
な
経
験

を
今
後
の
人
生
に
生
か
し
歩
ん
で

別海本所
購買部　部長

永田　雅夫

別海本所
営農部

営農振興課　課長

臼井　明彦

別海本所
金融共済部
共済課　課長

谷野　勝彦

お世話になりました　退職職員挨拶お世話になりました　退職職員挨拶お世話になりました　退職職員挨拶



上春別支所
生産課　課長

岡部　研治

上春別支所
生産課

畜産販売係兼乳牛改良係
奥村　晃人

上春別支所
営農課　営農企画係
原田　奈美子
（旧姓　高橋）

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
厚
誼
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

健
勝
と
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
の
益
々
の

発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
職
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

永
い
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

陽
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
こ
の
度
、
３
月
31
日
付
け

を
も
ち
ま
し
て
、
道
東
あ
さ
ひ
農
業

協
同
組
合
を
定
年
退
職
致
し
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
52
年
４
月
に

旧
別
海
農
業
協
同
組
合
に
奉
職
以
来

39
年
に
亘
り
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指

導
と
ご
協
力
を
頂
き
、
更
に
多
く
の

良
き
先
輩
と
同
僚
に
恵
ま
れ
、
大
過

な
く
勤
務
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
今

日
の
退
職
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
対

し
ま
し
て
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
は
こ
こ
数

年
で
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、

組
合
員
の
皆
様
と
農
協
役
職
員
が
一

体
と
な
っ
て
難
題
を
乗
り
越
え
、
自

信
を
持
っ
て
後
継
者
に
経
営
を
譲
れ

る
状
況
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
は
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご

教
訓
と
ご
厚
情
を
大
切
に
し
、
健
康

に
留
意
し
な
が
ら
生
き
が
い
の
あ
る

人
生
を
歩
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
ま
で
同
様
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
、

役
職
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
、
道
東

あ
さ
ひ
農
業
協
同
組
合
が
益
々
発
展

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
退

職
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

永
い
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
定

年
退
職
を
致
し
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
８
月
17
日
に
旧
別
海
農

業
協
同
組
合
に
入
組
以
来
、
36
年
７

ヵ
月
間
、
皆
様
方
に
は
ご
指
導
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

上
風
連
支
所
に
６
年
、
中
西
別
支

所
に
３
年
、
平
成
元
年
の
秋
に
授
精

部
門
が
本
所
に
統
合
、
平
成
21
年
４

月
１
日
に
４
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
、
上
春

別
支
所
で
７
年
間
。
思
い
起
こ
せ
ば
、

上
風
連
で
は
３
人
の
子
供
に
恵
ま
れ

た
こ
と
、
吹
雪
の
際
は
往
診
の
帰
り

に
安
全
な
場
所
ま
で
組
合
員
さ
ん
に

除
雪
を
し
て
も
ら
い
、
無
事
に
事
務

所
に
戻
っ
た
こ
と
も
何
度
か
あ
り
ま

し
た
。
中
西
別
で
は
、「
な
ん
で
も
や

ろ
う
会
」
に
入
れ
て
も
ら
い
仮
装
盆

踊
り
の
遠
征
や
冬
祭
り
の
雪
像
作
り
、

別
海
で
は
、
パ
ン
プ
キ
ン
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
事
務
局
、
上
春
別
で
は
、

人
が
少
な
い
た
め
生
産
部
門
で
別
海

で
は
あ
り
え
な
い
経
験
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
吹
雪
は
部
分
的
で
は

な
く
、
長
い
距
離
が
見
え
な
い
の
で

恐
怖
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
皆
様
に
助
け

て
頂
き
、
今
日
ま
で
来
ら
れ
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
益
々
の
発
展
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
お
礼
の
言
葉
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、

３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、
退
職
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

 

平
成
21
年
７
月
に
入
組
し
、
約
７
年

間
に
亘
り
、
組
合
員
皆
様
を
は
じ
め
、

多
く
の
役
職
員
の
方
々
に
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

厚
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し
た

ご
教
訓
と
ご
厚
情
を
大
切
に
し
、
人

生
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

ま
で
同
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
職

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

短
い
間
で
し
た
が
、
大
変
お
世
話

に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

こ
の
度
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、

３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職
致
し

ま
し
た
。

　

平
成
21
年
の
合
併
当
初
に
入
組
し

７
年
間
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め

役
職
員
の
皆
様
に
は
公
私
に
わ
た
り
、

温
か
い
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
培
っ
た

別海本所
営農部

営農振興課　係長

今井　賢治
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経
験
を
活
か
し
、
一
組
合
員
家
族

と
し
て
新
し
い
道
を
歩
ん
で
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

短
い
間
で
し
た
が
、
お
世
話
に

な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

こ
の
度
、
一
身
上
の
都
合
に
よ

り
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職

致
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
よ
り
旧
別
海
農

協
に
採
用
さ
れ
、
平
成
21
年
８
月

よ
り
西
春
別
支
所
に
異
動
し
、
現

在
ま
で
８
年
間
務
め
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

こ
の
８
年
間
、
組
合
員
の
皆
様

を
は
じ
め
役
職
員
の
皆
様
に
は
公

私
に
亘
り
温
か
い
ご
指
導
を
頂
き

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
と
お
会
い
で
き
た
事
、

そ
し
て
教
え
て
頂
い
た
こ
と
は
私

の
大
切
な
財
産
で
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
今
後
の
生
活
に
活
か
し
、

一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の

益
々
の
ご
活
躍
と
ご
自
愛
の
ほ
ど

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
一
身
上
の
都
合
に
よ

り
退
職
致
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
、
農
協
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は
優
し
く

ご
指
導
頂
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

18
年
間
に
亘
り
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

を
や
ら
せ
て
頂
い
た
経
験
を
活
か

し
、
酪
農
を
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
一
身
上
の
都
合
に
よ

り
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職

致
し
ま
し
た
。

　

３
年
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た

が
、
組
合
員
の
皆
様
は
じ
め
、
職

員
・
関
係
者
の
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
、
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
け
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

新
た
な
道
へ
進
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
が
、
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し

た
学
び
を
糧
と
し
、
よ
り
一
層
勉

学
に
励
み
、
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

西春別支所
生産課　乳牛改良係

高橋　藍未

根室支所
営農課　経営相談係

福田　啓一

根室支所
生産課　乳牛改良係

青木　祐歌

第15回理事会報告　平成28年3月29日開催
議案第１号　　規程類の一部改正について
議案第２号　　出資の減口について
議案第３号　　減損損失の計上について
議案第４号　　平成28年度給与改定について（定期昇給）
議案第５号　　平成27年度業績賞与の支給について
議案第６号　　平成28年度コンプライアンスプログラムの設定について
議案第７号　　平成28年度経営定期点検実施計画書について
議案第８号　　平成28年度余裕金の運用方針の設定について
議案第９号　　平成27年度自己査定結果に伴う貸倒引当金繰入額について
議案第10号　　理事者に対する平成28年度貯金担保及び共済担保貸付範囲の設定について
議案第11号　　平成28年度同一人に対する信用供与等の限度額の設定について
議案第12号　　平成28年度貸付金の最高限度利率の設定について
議案第13号　　理事者に対する農業経営基盤強化資金の借入と貸付について
議案第14号　　農業経営基盤強化資金の借入と貸付について
議案第15号　　農業経営基盤強化資金（Ｈ方式）の事務取扱について
議案第16号　　農業経営基盤強化資金貸付に対する借入額（減額）の変更について
議案第17号　　一般組合員に対するＪＡフルスペックローンの貸付について
議案第18号　　一般組合員に対する住宅資金の貸付について
議案第19号　　西春別酪農ヘルパー利用組合に対する一般短期資金の貸付と利息減免に
　　　　　　　ついて
議案第20号　　農業用施設等の固定資産取得及び処分について
議案第21号　　国営環境保全型かんがい排水事業肥培施設の設計について
議案第22号　　特定組合員に対する国営環境保全型かんがい排水事業肥培施設の設計に
　　　　　　　ついて
議案第23号　　特定組合員に対する第２四半期末供給限度額及び貸越極度額の設定につ
　　　　　　　いて
議案第24号　　特定組合員の平成28営農年度営農計画書の見直しについて
議案第25号　　平成28年度理事との家畜売買取引額（利益相反取引）の設定について

議案第26号　　平成27年度系統肥料奨励対策の変更について

協議事項１　　剰余金処分方法について
協議事項２　　第７回通常総会開催日程について
協議事項３　　根室市入植者選定部会委員の推薦について

報告事項１　　貸借対照表及び損益計算書（２月末）について
報告事項２　　組合員の動向（２月末）について
報告事項３　　地区懇談会の意見集約について
報告事項４　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会承認案件の処理状況につ
　　　　　　　いて
報告事項５　　共済担保貸付の貸付利率変更について
報告事項６　　特定組合員実績（２月末）について
報告事項７　　融資審査会の結果について
報告事項８　　農業基盤整備資金の取り下げについて
報告事項９　　農業経営基盤強化資金貸付に対する借入額の変更について
報告事項10　　農業経営基盤強化資金の償還期間の変更について
報告事項11　　畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業）に係る選定
　　　　　　　結果について
報告事項12　　ＪＡ道東あさひ草地植生改善助成事業の実施結果について
報告事項13　　平成27年度飼料生産型酪農経営支援事業の取組実績について
報告事項14　　別海町産業後継者対策相談所対策相談員の推薦について
報告事項15　　販売事業実績（２月末）について
報告事項16　　平成28年度前期種雄牛の選定について
報告事項17　　酪農生産基盤確保・強化緊急支援事業（搾乳機器の点検）実績報告につ   
　　　　　　　いて
報告事項18　　購買事業実績（２月末）について
報告事項19　　行事予定について

ホクレン市場カレンダー
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今
年
度
は
、
10
名
の
正
・
準
職

員
が
４
月
１
日
付
で
新
採
用
と
し

て
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
に
入
組
し
ま

し
た
。
経
歴
は
、
高
卒
・
大
卒
・

転
職
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
早
く

仕
事
に
慣
れ
、
一
人
前
の
Ｊ
Ａ
マ

ン
と
し
て
組
合
員
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
願
う
も
の
で
す
。

　

筆
者
も
こ
の
時
期
に
な
る
と
自

身
が
Ｊ
Ａ
に
入
組
し
た
時
の
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
身
体
的
な
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
な
が
ら
、

組
織
の
理
解
と
協
力
を
得
て
今
日

が
あ
る
と
い
う
初
心
と
感
謝
を
忘

れ
ず
に
、
今
後
も
業
務
に
励
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生産部　販売課　
根室育成センター
狩野　博治（定年再雇用）

営農部　経営対策課
（酪農ヘルパー）
準 職 員　高見　隆太

西春別支所　生産課 
生乳検査係　　 
嘱託職員　長谷川　治

購買部　資材燃料課　
西春別給油所　
嘱託職員　菅原　茂夫

退 職 職 員
（平成28年3月31日）

区　　分 ２　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計

304,458t

105.5%

62,975t

106.0%

28,322t

103.8%

7,150t

104.6%

5,027t

110.0%

12,169t

100.2%

3,797t

106.5%

3,476,574t

102.0%

719,943t

100.9%

328,105t

99.0%

82,797t

98.1%

59,037t

105.1%

141,611t

96.1%

44,660t

102.3%

4.05%

3.99%

4.08%

4.04%

4.09%

4.05%

4.05%

4.03%

4.09%

4.04%

4.10%

4.06%

4.12%

4.08%

8.81%

8.82%

8.74%

8.76%

8.74%

8.77%

8.74%

8.76%

8.76%

8.79%

8.72%

8.76%

8.74%

8.76%

6.79円

6.64円

6.79円

6.65円

6.79円

6.64円

6.79円

6.64円

6.79円

6.64円

6.79円

6.64円

6.79円

6.64円

36.40円

34.35円

36.70円

34.78円

36.75円

34.84円

36.42円

34.64円

36.76円

34.79円

36.86円

34.91円

37.17円

35.05円

50.15円

47.91円

49.75円

47.60円

49.74円

47.62円

49.76円

47.57円

49.89円

47.74円

49.66円

47.61円

49.76円

47.60円

3.73円

3.72円

3.78円

3.75円

3.75円

3.70円

3.70円

3.73円

3.86円

3.78円

3.77円

3.65円

3.46円

3.84円

97.07円

92.62円

97.02円

92.78円

97.03円

92.80円

96.67円

92.58円

97.30円

92.95円

97.08円

92.80円

97.18円

93.13円

２月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

【全体運】レジャー運活発化。飲み会や旅
　行などに誘われたら、二つ返事でOKし
　て出掛けてみるとグッド。くじ運も上々
【健康運】質の良い睡眠を心掛ければ体調
　面も回復
【幸運を呼ぶ食べ物】メバル

【全体運】ささいなことでイライラしやす
　いよう。ユーモア精神とプラス思考で乗
　り切って。欲張り過ぎも運を落とす原因に
【健康運】食生活が乱れがち。栄養価にも
　配慮して
【幸運を呼ぶ食べ物】タラの芽

【全体運】コミュニケーション運が上昇。
　初対面の相手とも、すんなり親しくなれ
　そう。人脈のネットワークを広げると◎
【健康運】正しい姿勢を保つことで心身と
　も好調に
【幸運を呼ぶ食べ物】ソラマメ

【全体運】プライベートをゆっくり堪能し
　たい時期。趣味に打ち込めば確かな手応
　えを感じられるはず。書籍整理にもつき
【健康運】体を動かせば、より元気に過ご
　せそう
【幸運を呼ぶ食べ物】タイ

【全体運】一段と行動力が高まる期間。胸
　に秘めていたプランの実行など、大きな
　チャレンジの好機です。旅行もラッキー
【健康運】おおむね良好。スポーツに励め
　ば順調に上達
【幸運を呼ぶ食べ物】夏ミカン

【全体運】物事を邪推しやすい傾向がチラリ。
　親切にされたら裏を読まず、素直にお礼を。
　開運には部屋に花を飾ると吉
【健康運】無理は厳禁。疲れたら十分な休息が
　必要
【幸運を呼ぶ食べ物】パセリ

【全体運】優柔不断になりやすいのが玉にき
　ず。迷ったときは一人で悩まず、周囲に相
　談を。気力回復には音楽鑑賞が有効
【健康運】ストレッチやヨガで体をほぐせば
　安泰
【幸運を呼ぶ食べ物】タケノコ

【全体運】次々と心配事が生まれる気配。
　失敗を恐れず、開き直りの気持ちを大切
　に。ハーブティーを飲むと心が和みそう
【健康運】ストレス過多かも。公園を散策
　してみて
【幸運を呼ぶ食べ物】シイタケ

【全体運】攻めの姿勢がチャンスを引き寄
　せる鍵になります。思い切って、やりた
　いことに挑戦すると未体験でも好結果に
【健康運】シェイプアップすれば理想ボデ
　ィーは確実
【幸運を呼ぶ食べ物】クレソン

【全体運】面倒見の良さを発揮することで、
　対人運がグンと上昇しそう。笑顔キープ
　も忘れずに。気分転換には散歩が最適
【健康運】毎日、軽い運動をすると体調に
　好影響大
【幸運を呼ぶ食べ物】コウイカ

【全体運】カルチャー志向が強まる月。興
　味のある習い事や講習会などに注目を。
　サークル活動も刺激が多いはず
【健康運】無理なダイエットはNG。自然
　体が大事
【幸運を呼ぶ食べ物】ワカメ

【全体運】うっかりミスが増える暗示。いつ
　もの作業でも確認を徹底して。気の合う友
　達とのおしゃべりが良い気晴らしに
【健康運】暴飲暴食は控えること。腹八分目
　が正解
【幸運を呼ぶ食べ物】フキ

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

根釧ＪＡ合同
年金de ホッとする
キャンペーン

　年金受給者・年金
受給予定者を対象に
昨年９月１日～２月
２９日の期間で展開
した「あかん遊久の里 
鶴雅」ペア宿泊券が当
たるキャンペーン

　当キャンペーンにご応
募頂きました皆様、あり
がとうございました。

　本所会議室で当選者の
抽選を行う、原井組合長
と丹羽金融担当常務

◎別 海 本 所　４本
◎西春別支所　２本
◎上春別支所　１本
◎根 室 支 所　１本

各支所当選本数


